
議案第１０７号

杉並区長等の給与等に関する条例等の一部を改正する条例

上記の議案を提出する。

平成２８年１１月２５日

提出者 杉並区長 田 中 良

杉並区長等の給与等に関する条例等の一部を改正する条例

第１条 杉並区長等の給与等に関する条例（昭和３２年杉並区条例第１５号）の一

部を次のように改正する。

第５条中「１００分の１７２．５」を「１００分の１７７．５」に、「１００

分の１８０．５」を「１００分の１８５．５」に改める。

別表第１区長の項中「１，１１６，４００円」を「１，１１８，６００円」に

改め、同表副区長の項中「８９４，６００円」を「８９６，４００円」に改める。

第２条 杉並区議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例（昭和３１年杉並

区条例第２０号）の一部を次のように改正する。

第８条第２項中「１００分の１６０」を「１００分の１６５」に、「１００分

の１６８」を「１００分の１７３」に改める。

別表議長の項中「８５８，６００円」を「８６０，３００円」に改め、同表副

議長の項中「７７７，０００円」を「７７８，５００円」に改め、同表委員長の

項中「６４５，４００円」を「６４６，７００円」に改め、同表副委員長の項中

「６１８，５００円」を「６１９，７００円」に改め、同表議員の項中「５９

７，５００円」を「５９８，７００円」に改める。

第３条 杉並区教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例

（昭和５４年杉並区条例第１８号）の一部を次のように改正する。

第２条中「７６万６，７００円」を「７６万８，２００円」に改める。

第８条中「１００分の１７２．５」を「１００分の１７７．５」に、「１００

分の１８０．５」を「１００分の１８５．５」に改める。

第４条 杉並区監査委員の給与等に関する条例（平成３年杉並区条例第１６号）の

一部を次のように改正する。



第２条第１項第１号中「６８万９，６００円」を「６９万１，０００円」に改

め、同項第２号中「６７万７００円」を「６７万２，０００円」に改める。

第４条第４項中「１００分の１７２．５」を「１００分の１７７．５」に、

「１００分の１８０．５」を「１００分の１８５．５」に改める。

本則に次の１条を加える。

（職務執行者に対する適用）

第６条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９７条ただし書の規定によ

り監査委員の職務を行う者については、第２条から前条までの規定を適用する。

附 則

１ この条例は、公布の日から施行する。

２ 次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から適用する。

(１) 第１条の規定（杉並区長等の給与等に関する条例（以下「区長等給与条

例」という。）第５条の改正規定を除く。）による改正後の区長等給与条例の

規定、第２条の規定（杉並区議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

（以下「議員報酬条例」という。）第８条第２項の改正規定を除く。）による

改正後の議員報酬条例の規定、第３条の規定（杉並区教育委員会教育長の給与、

勤務時間その他の勤務条件に関する条例（以下「教育長給与条例」という。）

第８条の改正規定を除く。）による改正後の教育長給与条例の規定及び第４条

の規定（杉並区監査委員の給与等に関する条例（以下「監査委員給与条例」と

いう。）第４条第４項の改正規定及び本則に１条を加える改正規定を除く。）

による改正後の監査委員給与条例の規定 平成２８年１１月１日

(２) 第１条の規定（区長等給与条例第５条の改正規定に限る。）による改正後

の区長等給与条例の規定、第２条の規定（議員報酬条例第８条第２項の改正規

定に限る。）による改正後の議員報酬条例の規定、第３条の規定（教育長給与

条例第８条の改正規定に限る。）による改正後の教育長給与条例の規定及び第

４条の規定（監査委員給与条例第４条第４項の改正規定に限る。）による改正

後の監査委員給与条例の規定並びに次項の規定 平成２８年１２月１日

３ 平成２８年１２月に支給する期末手当に係るこの条例による改正後の区長等給

与条例第５条、議員報酬条例第８条第２項、教育長給与条例第８条及び監査委員



給与条例第４条第４項の規定の適用については、次の表の左欄に掲げる規定中同

表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。

区長等給与条例第５条 １００分の１８５．５ １００分の１９０．５

議員報酬条例第８条第 １００分の１７３ １００分の１７８

２項

教育長給与条例第８条 １００分の１８５．５ １００分の１９０．５

監査委員給与条例第４ １００分の１８５．５ １００分の１９０．５

条第４項

４ この条例による改正後の区長等給与条例の規定、議員報酬条例の規定、教育長

給与条例の規定及び監査委員給与条例の規定を適用する場合においては、この条

例による改正前の区長等給与条例の規定、教育長給与条例の規定及び監査委員給

与条例の規定に基づいて支給された給与並びにこの条例による改正前の議員報酬

条例の規定に基づいて支給された議員報酬及び期末手当は、この条例による改正

後の区長等給与条例の規定、教育長給与条例の規定及び監査委員給与条例の規定

による給与並びにこの条例による改正後の議員報酬条例の規定による議員報酬及

び期末手当の内払とみなす。

（提案理由）

区長等の給与を改定する等の必要がある。
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杉並区長等の給与等に関する条例等の一部を改正する条例新旧対照表（抄）

第１条による改正（杉並区長等の給与等に関する条例の一部改正）

新 条 例 旧 条 例

（期末手当） （期末手当）

第５条 期末手当の額は、次に掲げる額 第５条 期末手当の額は、次に掲げる額

の合計額に、３月に支給する場合にお の合計額に、３月に支給する場合にお

いては１００分の２５、６月に支給す いては１００分の２５、６月に支給す

る場合においては１００分の１７７． る場合においては１００分の１７２．

５、１２月に支給する場合においては ５、１２月に支給する場合においては

１００分の１８５．５を乗じて得た額 １００分の１８０．５を乗じて得た額

に、給与条例の適用を受ける職員の例 に、給与条例の適用を受ける職員の例

による支給割合を乗じて得た額とし、 による支給割合を乗じて得た額とし、

その支給方法その他支給に関しては、 その支給方法その他支給に関しては、

給与条例の適用を受ける職員の例によ 給与条例の適用を受ける職員の例によ

る。 る。

(１)～(３) 略 (１)～(３) 略

第２条による改正（杉並区議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

改正）

新 条 例 旧 条 例

（期末手当） （期末手当）

第８条 略 第８条 略

２ 期末手当の額は、それぞれ基準日現 ２ 期末手当の額は、それぞれ基準日現

在（前項後段に規定する者にあつて 在（前項後段に規定する者にあつて

は、辞職、失職、除名又は死亡の日現 は、辞職、失職、除名又は死亡の日現

在）における第２条に定める議員報酬 在）における第２条に定める議員報酬
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月額及びその議員報酬月額に１００分 月額及びその議員報酬月額に１００分

の４５を乗じて得た額の合計額に、３ の４５を乗じて得た額の合計額に、３

月に支給する場合においては１００分 月に支給する場合においては１００分

の２５、６月に支給する場合において の２５、６月に支給する場合において

は１００分の１６５、１２月に支給す は１００分の１６０、１２月に支給す

る場合においては１００分の１７３を る場合においては１００分の１６８を

乗じて得た額に、基準日以前３月以内 乗じて得た額に、基準日以前３月以内

（基準日が１２月１日であるときは、 （基準日が１２月１日であるときは、

６月以内）の期間における在職期間の ６月以内）の期間における在職期間の

区分に応じて、次の表に定める割合を 区分に応じて、次の表に定める割合を

乗じて得た額とする。 乗じて得た額とする。

在 職 期 間 在 職 期 間

基準日が３月 基準日が１２ 割 合 基準日が３月 基準日が１２ 割 合

１日又は６月 月１日である １日又は６月 月１日である

１日である場 場合 １日である場 場合

合 合

３月 ６月 １００分 ３月 ６月 １００分

の１００ の１００

１月１５日以 ３月以上６月 １００分 １月１５日以 ３月以上６月 １００分

上３月未満 未満 の６０ 上３月未満 未満 の６０

１月１５日未 ３月未満 １００分 １月１５日未 ３月未満 １００分

満 の３０ 満 の３０

３及び４ 略 ３及び４ 略

第３条による改正（杉並区教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に

関する条例の一部改正）

新 条 例 旧 条 例

（給料） （給料）

第２条 教育長の給料の額は、月額７６ 第２条 教育長の給料の額は、月額７６

万８，２００円とする。 万６，７００円とする。
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（期末手当） （期末手当）

第８条 期末手当の額は、次に掲げる額 第８条 期末手当の額は、次に掲げる額

の合計額に、３月に支給する場合にお の合計額に、３月に支給する場合にお

いては１００分の２５、６月に支給す いては１００分の２５、６月に支給す

る場合においては１００分の１７７． る場合においては１００分の１７２．

５、１２月に支給する場合においては ５、１２月に支給する場合においては

１００分の１８５．５を乗じて得た額 １００分の１８０．５を乗じて得た額

に、給与条例の適用を受ける職員の例 に、給与条例の適用を受ける職員の例

による支給割合を乗じて得た額とし、 による支給割合を乗じて得た額とし、

その支給方法その他支給に関しては、 その支給方法その他支給に関しては、

給与条例の適用を受ける職員の例によ 給与条例の適用を受ける職員の例によ

る。 る。

(１)～(３) 略 (１)～(３) 略

第４条による改正（杉並区監査委員の給与等に関する条例の一部改正）

新 条 例 旧 条 例

（給料及び報酬） （給料及び報酬）

第２条 識見を有する者のうちから選任 第２条 識見を有する者のうちから選任

された監査委員で常勤のもの（以下 された監査委員で常勤のもの（以下

「常勤の監査委員」という。）の給料 「常勤の監査委員」という。）の給料

の額は、次のとおりとする。 の額は、次のとおりとする。

(１) 代表監査委員 月額 ６９万 (１) 代表監査委員 月額 ６８万

１，０００円 ９，６００円

(２) その他の監査委員 月額 ６７ (２) その他の監査委員 月額 ６７

万２，０００円 万７００円

２及び３ 略 ２及び３ 略

（その他の給与） （その他の給与）

第４条 略 第４条 略
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２及び３ 略 ２及び３ 略

４ 期末手当の額は、次に掲げる額の合 ４ 期末手当の額は、次に掲げる額の合

計額に、３月に支給する場合において 計額に、３月に支給する場合において

は１００分の２５、６月に支給する場 は１００分の２５、６月に支給する場

合においては１００分の１７７．５、 合においては１００分の１７２．５、

１２月に支給する場合においては１０ １２月に支給する場合においては１０

０分の１８５．５を乗じて得た額に、 ０分の１８０．５を乗じて得た額に、

給与条例の適用を受ける職員の例によ 給与条例の適用を受ける職員の例によ

る支給割合を乗じて得た額とする。 る支給割合を乗じて得た額とする。

(１)～(３) 略 (１)～(３) 略

５～８ 略 ５～８ 略

（職務執行者に対する適用）

第６条 地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第１９７条ただし書の規定に

より監査委員の職務を行う者について

は、第２条から前条までの規定を適用

する。



資 料 ２ 

給与改定等の概要 

杉並区長等の給与等に関する条例等の一部を改正する条例 

項  目 改 正 内 容 

給 料 

及 び 

議 員 報 酬 

 

職名 現行 改正 

区 長 1,116,400 円 1,118,600 円 

副 区 長 894,600 円 896,400 円 

区

議

会

議

員 

議 長 858,600 円 860,300 円 

副 議 長 777,000 円 778,500 円 

委 員 長 645,400 円 646,700 円 

副 委員長 618,500 円 619,700 円 

議 員 597,500 円 598,700 円 

教 育 長 766,700 円 768,200 円 

代表監査委員（常勤） 689,600 円 691,000 円 

その他の監査委員（常勤） 670,700 円 672,000 円 

期 末 手 当 

 

区長、副区長、教育長及び常勤の監査委員 

区分 現行 改正 

 ６月期 １.７２５ １.７７５ 

１２月期 １.８０５ １.８５５ 

 ３月期 ０.２５０ ０.２５ 

合計 ３.７８０ ３.８８ 

 

区議会議員 

区分 現行 改正 

 ６月期 １.６０ １.６５ 

１２月期 １.６８ １.７３ 

 ３月期 ０.２５ ０.２５ 

合計 ３.５３ ３.６３ 
 

施 行 期 日 等  

１ 公布の日から施行し、給料及び議員報酬に係る規定は平成２８年

１１月１日から、期末手当に係る規定は同年１２月１日から適用す

る。 

２ 平成２８年１２月に支給する期末手当の支給月数は、区長、副区

長、教育長及び常勤の監査委員においては「１.９０５月分」、区議

会議員においては「１．７８月分」とする。 

 


